
不妊患者の
経済的負担の軽減等を

現在、不妊治療の人工授精や体外受精など高度な治療の大部分は、
健康保険の適用されない「自費診療」で行なわれています。

また、不妊（治療）について正しく知られていないがゆえに特別視されることも
多いために周囲に隠して不妊治療を行なっている人、不妊治療は頻繁な通院が
必要なために働き方を変えざるを得ない人もいます。このように不妊患者には、

経済的、精神的、時間的な負担が伴います。

そこでFine では患者の経済的負担の軽減等をめざし、
以下の2点を署名項目として、全国で「署名活動」を行なっています。

集まった署名は、厚生労働省に提出する予定です。

【連絡先】 E-mail：shomei@j-fine.jp  Fax：03-5665-1606　http://j-fine.jp/
NPO法人 Fine ～現在・過去・未来の不妊体験者を支援する会～

1 特定不妊治療費助成事業より給付される助成金の
　 増額と制度（所得制限・回数制限の緩和）の見直し

2 仕事と治療の両立ができる社会的な理解と環境整備

署名にご協力ください！

詳細は「署名簿」をご覧ください。
署名簿は、Fineウェブサイト
（ http://j-fine.jp/activity/act/shomei.html ）から
ダウンロードもしていただけます。


